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別
府
の
郷
土
史
研
究

『
湯
山
の
里
』
の
風
土
記
（
そ
の
一
）

恒
　
松
　
　
　
栖

一
、
湯
山
集
落
に
お
け
る
歴
史
的
背
景

（
一
）
湯
山
の
位
置
や
自
然
環
境

　

大
分
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
別
府
は
、
東
は
波
静
か
な
別
府
湾

に
面
し
て
、
西
は
鶴
見
岳
・
内
山
・
伽
藍
岳
な
ど
の
鶴
見
連
山
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
南
は
、
立
石
山
・
向
平
山
・
高
崎
山
に
、
北
は
、
高
平
山
・

猫
岩
山
・
御
越
山
な
ど
に
囲
ま
れ
た
石
垣
原
扇
状
地
に
立
地
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
湯
山
の
里
は
別
府
市
域
の
北
西
部
に
当
た
る
高
平
山
東
方

の
丘
陵
地
に
位
置
し
て
い

る
小
さ
な
集
落
で
あ
る
。

地
域
の
中
央
を
曲
が
り
く

ね
っ
て
国
道
五
〇
〇
号
が

東
西
に
走
っ
て
お
り
、
集

落
の
東
は
別
府
湾
に
開
け

る
高
原
台
地
で
あ
り
、
西

は
、
高
平
山
の
嶺
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
交
通
機
関
で
の
位
置
は
、
別
府
八
湯
の
鉄
輪
温
泉
か
ら
明

礬
温
泉
を
通
り
過
ぎ
、
別
府
か
ら
長
崎
へ
の
高
速
道
路
を
潜
り
抜
け
、

再
度
高
速
道
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
ら
始
ま
り
、
集
落
の
中
心
地
を
通

り
過
ぎ
、
広
大
な
草
原
の
十
文
字
原
高
原
を
一
望
す
る
と
こ
ろ
ま
で
で

あ
る
。

　

集
落
の
発
達
起
源
は
定
か
で
は
な
い
が
、
周
辺
地
域
に
は
縄
文
及
び

弥
生
遺
跡
な
ど
が
分
布
し
て
お
り
、
古
く
か
ら
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

（
二
）
湯
山
を
取
り
巻
く
古
い
遺
跡

　

湯
山
を
取
り
巻
く
地
域
に
は
、
十
文
字
原
高
原
や
十
文
字
原
高
原
の

東
方
に
開
け
る
通
称
扇
山
、
地
域
内
に
は
冬
ケ
城
山
な
ど
に
古
い
遺
跡

が
分
布
し
て
い
る
。

①
十
文
字
原
第
一
・
第
二
遺
跡

　

十
文
字
原
第
一
遺
跡
は
、
別
府
か
ら
安
心
院
方
面
に
通
じ
る
国
道

五
〇
〇
号
線
沿
い
に
あ
っ
て
、
陸
上
自
衛
隊
演
習
地
の
一
部
を
占
め
て

い
る
。
東
方
に
張
り
出
し
た
舌
状
台
地
の
先
端
部
付
近
の
比
較
的
平
坦

な
地
点
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
の
台
地
は
三
日
月
台
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
場
所
で
、
南
側
は
な
だ
ら
か
な
傾
斜
地
で
あ
る
が
北
側
及
び
東
側
は

急
に
落
ち
込
ん
だ
小
谷
を
形
成
し
て
い
る
。

　

遺
跡
は
、主
に
縄
文
早
期
中
葉
に
編
年
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た（
昭

湯山の里の位置

大
分
高
速
自
動
車
道 至

大
分

至北九州

至日田

亀
川
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和
五
七
年
県
教
委
調
査
・
現
九
州
自

動
車
道
）。
出
土
し
た
遺
物
は
、
縄

文
早
期
の
押
し
型
文
土
器
・
石
族
・

ら
く
器
・
尖
頭
状
石
器
・
削
り
器
の

ほ
か
縄
文
後
期
、
弥
生
式
土
器
等

で
あ
っ
た
。
遺
構
は
、
集
積
遺
構
が

六
碁
得
ら
れ
た
が
保
存
状
態
は
良
好

で
、
い
わ
ゆ
る
ア
カ
ホ
ヤ
下
層
の
ク

ロ
ボ
ク
と
呼
ば
れ
る
黒
色
土
層
面
で
検
出
さ
れ
た
。

　

十
文
字
原
第
二
遺
跡
は
、
遺
跡
と
し
て
の
存
在
の
確
認
で
調
査
を
終

了
し
た
（
昭
和
五
七
年
県
教
委
）。

②
松
の
木
台
遺
跡

　

松
の
木
台
遺
跡
南
区
は
、
小
谷
を
挟
ん
だ
台
地
に
向
か
っ
た
位
置
に

十
文
字
原
第
一
遺
跡
が
立
地
し
て
い
る
。
わ
ず
か
に
轟
式
土
器
や
無
文

土
器
が
数
点
得
ら
れ
た
。
松
の
木
台
遺
跡
北
区
は
、
十
文
字
原
第
一
遺

跡
か
ら
北
西
側
に
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
谷
沿
い
の
台
地
に
立
地
し

て
い
る
。

　

松
の
木
台
遺
跡
は
、
十
文
字
原
第
一
遺
構
と
同
様
に
ア
カ
ホ
ヤ
の
下

層
よ
り
遺
物
が
得
ら
れ
た
。
出
土
し
た
土
器
は
、
手
向
け
式
土
器
で

縄
文
早
期
終
末
期
に
編
年
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
昭
和
五
五
年
か
ら

五
七
年
に
か
け
て
県
教
委
が
高
速
道
設
置
に
と
も
な
っ
て
調
査
）。

③
扇
山
遺
跡

　

扇
山
遺
跡
は
、
火
山
性
高
原
の
一
角
を
占
め
る
十
文
字
原
と
通
称
扇

山
と
い
わ
れ
る
舌
状
台
地
に
位
置
し
て
い
る
。
十
文
字
原
は
、
高
平
山

火
山
と
更
新
世
中
期
の
鹿
鳴
越
火
山
や
西
の
台
流
紋
岩
に
挟
ま
れ
た
高

平
山
扇
状
堆
積
物
が
こ
れ
を
覆
っ
て
い
る
。

　

扇
山
遺
跡
は
、
以
前
か
ら
石
器
が
表
面
採
集
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
た
が
、
正
式
な
調
査
報
告
は
平
成
三
年
度
に
石
族
が
ニ
点
採
集
さ

十文字原第１遺跡の台地

十文字原第２遺跡

十文字原第１遺跡
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れ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
他
の
遺
構
遺
物

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。（
平
成
三
年
別

府
市
教
委
調
査
・
Ａ
Ｐ
Ｕ
開
学
に
伴
う
発

掘
調
査
）

　

上
記
十
文
字
原
第
一
・
第
二
遺
跡
、
松

の
木
台
遺
跡
、
扇
山
遺
跡
は
、
共
に
湯
山

地
区
に
隣
接
し
て
お
り
古
く
か
ら
人
々
の

生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
遺
跡
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
湯
山
地
区

に
位
置
し
何
か
と
湯
山
集
落
の
人
々
の
暮

ら
し
に
か
か
わ
り
の
深
い
の
が
藤
ケ
城
遺

跡
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

④
藤
ケ
城
遺
跡

　

湯
山
地
区
は
、
宇
佐
か
ら
別
府
へ
通
じ

る
古
い
幹
線
道
路
（
宇
佐
街
道
）
に
面
し

て
い
る
。
宇
佐
か
ら
，
佐
田
、
大
内
ケ
平
、
能
原
、
十
文
字
原
、
湯
山
、

明
礬
、
野
口
、
別
府
の
街
並
み
、
浜
脇
、
高
崎
、
府
内
へ
と
続
い
て
い
た
。

こ
の
官
道
の
要
塞
と
し
て
豊
後
国
守
大
友
家
は
、
冬
ケ
城
山
に
藤
ケ
城

を
創
設
し
谷
川
美
濃
守
と
い
う
小
家
臣
に
守
ら
せ
た
。

　

こ
の
城
は
、
藤
ケ
城
（
冬
ケ
城
山
に
あ
る
城
）
あ
る
い
は
宇
土
城
と

も
呼
ば
れ
た
と
い
う
。

　

藤
ケ
城
遺
跡
は
、
九
州
横
断
自
動
車
道
の
工
事
開
始
（
湯
布
院
～
別

府
～
大
分
）
に
と
も
な
っ
て
昭
和
五
六
年
度
か
ら
発
掘
調
査
さ
れ
た
。

藤
ケ
城
遺
跡
は
、
中
世
室
町
時
代
の
典
型
的
な
山
城
で
あ
る
が
規
模
も

小
さ
く
確
た
る
文
献
に
も
登
場
し
な
い
。
い
わ
ば
忘
れ
ら
れ
た
山
城
で

あ
る
。

　

藤
ケ
城
遺
跡
は
、
別
府
か
ら
明
礬
温
泉
を
経
て
国
道
五
〇
〇
号
沿
い

に
北
に
進
む
と
湯
山
地
区
に
達
す
る
。
湯
山
周
辺
に
は
幾
筋
も
の
丘
陵

地
が
岩
礁
雪
崩
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
南
東
端
は
北
鉄
輪
ま
で
続
く
。

そ
の
一
つ
の
標
高
三
九
二
メ
ー
ト
ル
の
冬
ケ
城
山
に
位
置
す
る
の
が
藤

ケ
城
遺
跡
で
あ
る
。
冬
ケ
城
山
は
、
東
と
南
に
開
け
別
府
湾
を
一
望
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
は
、
冬
ケ
城
山
の
中
央
を
南
北
に
オ
ー
プ
ン

カ
ッ
ト
さ
れ
九
州
横
断
高
速
道
が
通
過
し
て
い
る
。

　

遺
跡
は
、
表
面
観
察
で
独
立
丘
陵
北
東
部
の
最
高
所
を
取
り
巻
く
Ｌ

字
状
の
堀
及
び
北
側
斜
面
に
段
上
の
テ
ラ
ス
を
確
認
し
，
中
世
の
小
城

郭
と
推
定
さ
れ
た
。
周
辺
に
は
郭
は
存
在
せ
ず
北
側
は
三
段
の
壇
上
遺

構
に
よ
っ
て
囲
む
単
核
郭
の
小
城
郭
施
設
が
あ
ら
わ
れ
た
。
壇
上
遺

構
・
主
郭
・
外
堤
上
に
は
室
町
時
代
を
中
心
と
す
る
遺
物
群
が
撒
布
し

て
い
た
。
ま
た
、
城
郭
外
に
向
か
っ
て
南
に
緩
や
か
な
傾
斜
す
る
傾
斜

面
上
に
一
箇
所
の
焼
き
面
を
中
心
に
平
安
時
代
の
土
器
群
が
集
中
し
て

発掘調査された扇山遺跡・遺跡の上に開学したＡＰＵ大学



― 30 ―

い
る
。
城
跡
は
一
重
の
外
堀
と
空
堀
を
持
つ
単
郭
式
の
山
砦
で
あ
り
構

造
と
し
て
は
極
め
て
単
純
な
も
の
で
あ
る
が
空
堀
の
規
模
も
大
き
く
、

か
っ
て
速
見
郡
内
に
お
け
る
重
要
な
支
城
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が

う
か
が
え
る
。
こ
こ
で
は
、
平
安
時
代
の
土
師
器
も
出
土
し
て
お
り
山

城
の
前
史
の
遺
物
の
存
在
も
確
認
さ
れ
た
。

　

藤
ケ
城
遺
跡
の
眺
望
の
良
さ
や
周
辺
の
自
然
環
境
か
ら
大
友
氏
の
浜

脇
館
を
ま
じ
か
に
大
分
市
上
野
の
大
友
館
や
府
内
、
さ
ら
に
遠
く
佐
賀

関
を
遠
望
で
き
る
地
位
に
あ
る
。
豊
前
か
ら
の
情
報
を
大
友
氏
の
本
拠

に
伝
え
る
の
に
極
め
て
適
し
た
位
置
に
当
た
る
と
と
も
に
交
通
路
の
要

所
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

藤
ケ
城
遺
跡
全
体
か
ら
平
安
時
代
と
室
町
時
代
と
考
え
ら
れ
る
二
群

が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
出
土
は
須
恵
器
、
土
師
器
、
黒
色

土
器
な
ど
で
あ
っ
た
。
中
世
遺
物
は
城
郭
各
地
区
か
ら
出
土
し
た
遺
物

の
土
師
器
で
小
皿
と
杯
で
あ
る
。

　

藤
ケ
城
を
守
っ
て
い
た
谷
川
美
濃
守
は
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
三
）

大
友
宗
麟
が
豊
前
へ
の
出
陣
を
命
じ
た
と
こ
ろ
命
に
従
わ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
矢
田
作
十
郎
信
孝
を
派
遣
し
て
二
月
一
六
日
滅
ぼ
し
た
と

い
う
。
谷
川
美
濃
守
の
墓
は
藤
ケ
城
址
の
南
下
方
の
大
溜
池
（
地
蔵
窪

の
池
）
の
湖
畔
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
藤
ケ
城
は
大
友
家
の
滅
亡
と
と
も

に
廃
城
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

藤ヶ城発掘調査　写真 発掘調査区の地形図
※『若杉・十文字原・ふいが遺跡』県教委より転載
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（
三
）
湯
山
地
区
の
歴
史

①
湯
山
の
地
名
の
始
ま
り

　

湯
山
の
文
字
か
ら
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
湯
は
温
泉
を
意
味
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
地
は
山
か
ら
温
泉
が
湧
き
出
て
い
る

と
い
う
意
味
で
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
も
数
カ
所
か
ら

温
泉
噴
気
が
立
ち
上
が
り
温
泉
の
豊
か
な
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

近
年
の
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
湧
き
出
て
い
る
も
の
も
あ
る
が

古
く
か
ら
「
地
獄
」
と
い
う
名
称
で
付
近
一
帯
か
ら
自
然
体
で
温
泉
蒸

気
が
噴
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
川
岸
か
ら
温
泉
が
湧
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
数
カ
所
分
布
し
て
い
る
。
岩
地
獄
・
谷
の
地
獄
や
イ
オ
ウ
古
敷
・

地
獄
平
な
ど
の
地
名
も
残
さ
れ
て
い
る
。

②
平
湯
立
小
野
村
の
地
名
と
の
か
か
わ
り

　

鎌
倉
時
代
の
弘
安
八
年
の
『
豊
後
国
図
田
帳
』
に
平
湯
立
小
野
村
十

町
並
鶴
見
加
納
大
友
兵
庫
入
道
殿
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
弘
安
八
（
西
暦
一
二
八
五
）
年
に
平
湯
立
小
野
村
が
ど
の
地
の

こ
と
を
指
す
の
か
が
長
い
間
不
明
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

平
湯
立
小
野
村
は
、
室
町
時
代
に
冬
ケ
城
山
に
藤
ケ
城
と
い
う
山
城

が
あ
っ
た
こ
と
や
農
耕
地
の
水
田
や
畑
地
が
分
布
し
て
い
る
状
態
か
ら

湯
山
地
区
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

南
好
道
氏
の
『
湯
山
史
考
』
に
よ
る
と
「
湯
山
地
方
は
、
火
山
活
動

が
造
り
出
し
た
火
口
丘
で
、
有
史
以
前
か
ら
白
色
の
亜
硫
酸
ガ
ス
を

濛
々
と
噴
出
し
て
い
た
故
、
古
く
は
竈
戸
山
の
中
の
平
湯
立
小
野
村
と

い
わ
れ
た
。
平
は
先
住
民
族
が
山
の
意
味
に
用
い
た
語
で
山
か
ら
湯
の

立
つ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
と
記
し
て
い
る
。

　
『
湯
山
の
里
』
の
著
者
で
あ
る
安
部
巌
氏
は
、『
豊
後
図
田
帳
』
に
記

さ
れ
て
い
る
平
湯
立
小
野
村
は
江
戸
時
代
末
の
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）

五
月
の
脇
蘭
室
と
い
う
学
者
が
残
し
た
『
餡
海
漁
談
』
に
は
「
野
田
村

湯
山
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
時
か
ら
湯
山
と
変
わ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、土
屋
公
照
氏
は
、『
別
府
史
談
』

二
号
に
平
湯
立
小
野
村
に
つ
い
て
、
平
湯
と
小
野
村
の
二
村
が
接
し
て

い
る
か
あ
る
い
は
近
い
位
置
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
正
確
な
位
置

比
定
は
で
き
な
い
が
平
湯
は
野
田
村
の
枝
村
で
あ
っ
た
湯
山
辺
り
で
あ

ろ
う
。
と
推
測
し
て
い
る
。

　

南
好
道
（
湯
山
分
校
教
諭
・
郷
土
史
家
）、安
部
巌
（
文
化
財
審
議
員
・

史
談
会
役
員
）、
土
屋
公
照
（
文
化
財
審
議
員
・
史
談
会
役
員
）
の
各

氏
が
と
も
に
指
摘
し
て
い
る
の
は
「
平
湯
立
小
野
村
で
あ
っ
た
の
が
い

つ
の
ご
ろ
か
ら
か
温
泉
の
豊
か
な
地
と
し
て
「
湯
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
域
内
の
自
然

環
境
や
古
い
墓
碑
の
記
名
か
ら
推
測
し
て
江
戸
時
代
以
前
に
開
か
れ
た

地
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。



― 32 ―

③
旧
陸
軍
演
習
場
の
兵
舎
の
分
布

　

湯
山
地
区
に
接
す
る
十
文
字
原
高
原
一
帯
は
、
現
在
陸
上
自
衛
隊
の

演
習
地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
〇
年
ま
で
は
旧
陸
軍
「
大

分
歩
兵
第
四
七
連
隊
」（
大
正
一
三
年
五
月
設
置
）
の
演
習
場
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
。
湯
山
は
、
十
文
字
原
の
演
習
場
に
隣
接
し
て
い
る

の
と
十
文
字
原
の
高
原
と
い
う
自
然
環
境
の
気
象
条
件
が
厳
し
い
（
冬

季
の
気
温
が
著
し
く
低
い
）
な
ど
か
ら
温
泉
施
設
も
利
用
が
可
能
で
あ

る
湯
山
地
区
に
演
習
場
の
後
背
地
と
し
て
兵
士
の
兵
舎
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
昭
和
一
六
年（
一
九
四
一
）の
太
平
洋
戦
争
勃
発
に
伴
っ

て
天
神
原
一
帯
の
農
地
や
原
野
を
収
容
し
、
昭
和
二
〇
年
の
終
戦
ま
で

陸
軍
演
習
地
の
兵
舎
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。

　

施
設
は
、
現
国
道
五
〇
〇
号
沿
い
に
ハ
タ
井
手
（
用
水
路
）
が
緩
や

か
に
流
れ
て
い
る
が
そ
れ
に
沿
っ
て
兵
舎
や
施
設
が
分
布
し
て
い
た
。

　

兵
舎
に
は
、軍
隊
が
常
駐
し
て
演
習
に
参
加
す
る
事
よ
り
も
本
隊（
大

分
市
駄
原
の
連
隊
本
部
）
か
ら
行
軍
訓
練
で
遠
征
し
、
射
撃
訓
練
や
休

息
の
た
め
に
兵
舎
を
活
用
し
、
衛
兵
を
残
し
て
無
人
に
な
る
こ
と
も
多

か
っ
た
と
い
う
。

　

天
神
原
一
帯
に
は
、
陸
軍
将
校
の
兵
舎
、
一
般
兵
の
兵
舎
、
炊
事
場
、

浴
場
（
一
部
地
区
住
民
と
共
用
）、
厩
舎
、
車
両
修
理
工
場
・
駐
車
場
、

衛
兵
詰
め
所
、
売
店
、
洗
濯
・
洗
浄
場
等
一
三
棟
・
一
八
ケ
所
に
及
ん
だ
。

湯
山
地
区
に
建
設
さ
れ
た
兵
舎
の
分
布
図
は
別
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
二
〇
年
の
終
戦
後
は
、
都
会
か
ら
の
引
揚
者
（
戦
争
に
よ
っ
て
住

居
や
仕
事
を
失
っ
た
人
々
の
一
時
仮
住
居
）等
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
。

し
か
し
、
徐
々
に
引
揚
者
も
離
散
し
昭
和
二
〇
年
代
末
に
は
ほ
ぼ
収
容

以
前
の
農
地
や
原
野
に
回
復
し
た
。

湯山地区に建設されていた演習駐屯地分布図・昭和20年
①隊の風呂　②炊事場　③兵舎　④兵舎　⑤将校兵舎　⑥馬訓練場　⑦炊事場
⑧兵舎　⑨兵舎　⑩車両修理場　⑪車両駐車場　⑫将校兵舎　⑬兵舎　⑭厩舎
⑮兵舎　⑯兵舎　⑰倉庫　⑱売店　⑲洗濯水路　　　　　　　　　　　　　　
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（
四
）
十
文
字
原
高
原
の
自
然
と
歴
史

①
十
文
字
原
高
原
の
自
然

　

別
府
宇
佐
道
と
玖
珠
・
塚
原
を
経
て
十
文
字
原
を
よ
ぎ
っ
て
小
浦
に

達
す
る
玖
珠
道
の
古
い
道
と
の
交
差
点
が
広
大
な
十
文
字
原
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
て
い
る
。
鶴
見
連
山
の
北
端
に
当
た
る
位
置
に
あ
る
猫
ケ

岩
山
（
七
二
二
メ
ー
ト
ル
）
の
麓
に
広
が
る
の
が
十
文
字
原
高
原
で
あ

る
。
十
文
字
原
高
原
は
、
東
は
別
府
湾
に
開
け
、
南
に
湯
山
高
原
・
湯

山
集
落
が
広
が
り
、
西
は
猫
ケ
岳
山
・
高
平
山
・
伽
藍
岳
で
、
北
西
に

鹿
鳴
越
連
山
、
天
間
草
原
、
塚
原
高
原
が
あ
る
。

　

こ
の
地
は
、
十
文
字
原
第
一
・
第
二
遺
跡
、
松
の
木
台
遺
跡
、
扇
山

遺
跡
な
ど
が
あ
り
古
く
か
ら
開
か
れ
た
地
で
あ
る
。
高
原
の
大
部
分
は

草
原
で
四
季
の
自
然
景
観
は
こ
と
の
ほ
か
美
し
く
他
に
類
の
少
な
い
地

と
な
っ
て
い
る
。

②
十
文
字
原
の
一
軒
家

　

古
い
宇
佐
道
と
森
藩
の
久
留
島
候
の
参
勤
道
と
が
、
交
差
し
て
い
た

こ
と
が
「
十
文
字
原
」
の
地
名
が
残
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

交
差
点
に
古
く
か
ら
一
軒
家
が
あ
っ
た
。
豊
後
か
ら
豊
前
へ
行
き
か
う

人
々
や
玖
珠
の
地
か
ら
山
越
え
を
し
て
小
浦
ま
で
た
ど
り
着
く
人
々
に

と
っ
て
一
軒
家
は
何
よ
り
の
休
息
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
旅
人
か
ら
愛

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

広
い
草
原
の
ほ
ぼ
中
央
に
住
宅
が
存
在
し
て
い
た
が
、
屋
敷
は
屋
敷

森
に
囲
ま
れ
て
お
り
厳
し
い
自
然
環
境
へ
の
備
え
は
な
さ
れ
て
い
た
と

い
う
。
住
宅
の
南
に
は
水
田
が
あ
り
、北
側
に
は
畑
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

一
軒
家
に
定
住
し
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
か
ら
で

あ
ろ
う
。
明
治
の
二
十
年
代
に
は
、

当
主
の
農
業
を
営
む
Ａ
家
と
国
有
林

監
視
の
Ｂ
家
、
馬
車
に
よ
る
物
資
の

輸
送
業
の
Ｃ
家
、
牛
馬
の
売
買
仲

介
業
の
Ｄ
家
の
四
軒
が
暮
ら
し
て
い

た
。
昭
和
二
一
年
に
は
、
久
留
米
市

在
住
の
Ｎ
兄
弟
が
農
業
を
志
し
入
植

し
、
Ａ
家
の
す
ぐ
北
隣
で
原
野
の
開

拓
を
始
め
た
が
、
厳
し
い
自
然
環
境

に
よ
っ
て
将
来
の
展
望
が
開
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
数
年
間
で
撤
退
し
た

と
い
う
古
老
の
話
も
あ
る
。

　

昭
和
三
二
年
自
衛
隊
の
演
習
地
に

十
文
字
原
一
帯
が
な
っ
た
時
に
離
散

し
て
近
く
の
集
落
に
落
ち
着
い
た
と

い
う
。

十文字原の一軒家の屋敷森・屋敷跡
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今
日
は
、
演
習
地
の
中
な
の
で
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
平
成

一
九
年
に
特
別
に
許
可
を
取
り
調
査
し
た
と
こ
ろ
、,

か
っ
て
居
住
し

て
い
た
Ａ
家
の
居
宅
の
柱
石
の
跡
や
小
さ
な
石
垣
、
屋
敷
森
で
あ
っ
た

樹
木
・
泉
水
（
小
さ
な
池
）
な
ど
が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
ま
た
、
住
宅
地
の
南
東
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
設
け
ら
れ
て
い
た

水
田
跡
地
は
、
水
路
や
田
な
り
が
確
認
で
き
た
。　

③
戦
後
の
開
拓
団
入
植
か
ら
自
衛
隊
の
演
習
地
へ

　

戦
後
十
文
字
原
一
帯
は
、
国
有
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
連
合
軍
の
演
習

地
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
昭
和
二
五
年
六
月
、
朝
鮮
動
乱
勃
発
と
と

も
に
別
府
駐
屯
地
も
一
時
が
ら
空
き
状
態
と
な
っ
た
が
、
九
月
か
ら
三

ケ
月
間
第
三
師
団
が
駐
留
し
た
。
兵
員
数
の
増
大
に
よ
っ
て
既
設
の
兵

舎
で
は
収
容
で
き
ず
、
キ
ャ
ン
プ
内
の
空
き
地
や
十
文
字
原
に
も
テ
ン

ト
村
が
で
き
静
か
な
高
原
も
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
並
み
の
賑
わ
い
を
呈
し
た

と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
師
団
も
一
一
月
に
朝
鮮
に
向
け
て
出
動
し
、

再
び
静
け
さ
を
取
り
戻
し
た
。

　

期
を
同
じ
く
し
て
、
十
文
字
原
の
一
軒
家
の
屋
敷
跡
か
ら
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
、
天
間
草
原
に
近
い
猫
ケ
岩
山
の
麓
の
草
原
に
昭
和

二
五
年
一
〇
月
、
埼
玉
県
か
ら
一
六
戸
入
植
し
、
昭
和
二
七
年
に
は

三
四
戸
と
な
っ
た
。昭
和
二
九
年
九
月
十
文
字
原
開
拓
団
が
設
立
さ
れ
、

開
発
に
従
事
し
た
。
組
合
員
数
は
五
五
名
を
数
え
高
原
を
広
く
開
墾
し

開
拓
地
を
広
げ
た
。

　

開
拓
地
は
火
山
灰
土
に
覆
わ
れ
た
ク
ロ
ボ
ク
土
で
地
味
が
や
せ
て
お

り
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
い
っ
た
根
菜
類
と
陸
稲
が
中
心
と
な

り
、
し
か
も
水
利
の
便
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
団
員
の
願

い
は
将
来
酪
農
を
中
心
に
開
拓
を
広
げ
た
い
と
い
う
願
い
で
あ
っ
た

が
、
寒
期
の
気
候
条
件
が
厳
し
く
、
し
か
も
交
通
の
便
の
不
便
さ
な
ど

過
酷
な
条
件
で
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　

開
拓
民
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
開
拓
団
と
し
て
や
や
明
る
さ

が
見
え
始
め
た
昭
和
三
二
年
、
自
衛
隊
の
演
習
地
と
し
て
使
用
す
る
よ

う
に
な
り
、
団
員
は
各
地
に
離
散
し
て
し
ま
っ
た
。
団
員
は
、
一
部
別

府
市
内
に
留
ま
り
扇
山
や
日
の
丸
荘
の
開
拓
地
で
苗
木
・
植
樹
、
肥
育

牛
の
飼
育
な
ど
に
従
事
す
る
人
も
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
何
と
か
開

拓
地
の
隆
盛
を
と
戦
後
の
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
人
々
で

あ
っ
た
が
、
県
や
国
の
施
策
に
よ
っ
て
志
半
ば
に
し
て
離
散
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
湯
山
地
域
の
人
々
に
と
っ
て

も
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

陸
上
自
衛
隊
の
演
習
地
に
転
換
さ
れ
て
か
ら
は
、
別
府
自
衛
隊
の
演

習
地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
総
合
火
力
・
実
弾
射
撃
・
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
交
え
た
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
全
国
に
分
布
す
る
お
よ

そ
六
〇
ケ
所
の
演
習
地
の
う
ち
、
県
内
に
は
日
出
生
台
と
十
文
字
原
の
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二
ケ
所
と
な
っ
て
い
る
。
十
文
字
原
の
開
拓
団
の
入
植
は
、
湯
山
地
区

に
と
っ
て
、
行
政
区
は
異
な
っ
て
い
た
が
（
速
見
郡
日
出
町
に
属
す
）、

入
会
権
の
所
在
す
る
十
文
字
原
の
位
置
で
あ
る
こ
と
、
根
菜
類
や
陸
稲

の
栽
培
、
薪
炭
の
生
産
な
ど
で
も
近
隣
地
の
先
輩
と
し
て
指
導
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
湯
山
に
は
分
校
な
が
ら
小
学
校
が
あ
っ
た

た
め
に
児
童
の
通
学
も
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
五
）
湯
山
地
区
の
棚
田
分
布

湯山地区水田・畑耕作地分布図

柴
石
川
支
流

　

谷
川
水
系

ハ
タ
井
手

　

鉄
輪
井
手
水
系
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湯
山
地
区
は
、
行
政
区
と
し
て
別
府
市
亀
川
の
野
田
村
の
枝
村
に
当

た
る
。
明
治
一
八
年
の
『
豊
後
国
速
見
郡
村
誌
』
に
よ
る
と
「
野
田
村
、

本
村
古
ヨ
リ
本
郡
鶴
見
郷
ニ
属
シ
古
来
分
合
ナ
シ
。
東
ハ
亀
川
村
ト
耕

地
山
林
ヲ
以
テ
界
シ
、
西
ハ
南
畑
村
ニ
字
二
ノ
戸
ノ
原
野
ヲ
以
テ
接

シ
、
南
ハ
鉄
輪
村
ト
耕
地
原
野
等
ヲ
以
テ
犬
身
相
交
リ
、
北
ハ
内
竈
門

村
ニ
耕
地
山
野
ヲ
以
テ
界
ト
ス
」。
幅
員,

東
西
一
里
四
町
、南
北
拾
町
。

と
な
っ
て
い
る
。
地
勢
は
西
方
原
野
を
負
い
東
南
北
の
三
面
は
全
く
耕

地
山
林
を
連
ね
運
輸
が
不
便
と
い
え
ど
も
薪
炭
之
叱
ら
ず
。
戸
数
八
一

戸,

人
数
男
一
九
五
口
、女
二
〇
一
口
、総
計
三
九
六
口
と
な
っ
て
い
る
。

湯
山
地
区
は
、
野
田
村
の
枝
村
で
あ
っ
て
、
村
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、

昭
和
三
六
年
の
調
査
に
よ
る
と
別
図
の
よ
う
に
耕
作
地
（
水
田
・
畑
地
）

が
分
布
し
て
い
る
。

　

柴
石
川
の
支
流
域
に
耕
地
や
住
宅
が
分
布
し
て
お
り
、
河
川
の
流
域

に
沿
っ
て
棚
田
が
形
作
ら
れ
て
い
る
。
水
田
耕
作
地
の
棚
田
を
水
系
別

に
み
る
と
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

柴
石
川
支
流
の
谷
川
水
系
で
は
、
字
高
平
・
一
二
筆
、
河
原
・
二
二

筆
、
天
神
原
・
一
四
筆
、
小
池
・
一
六
筆
、
向
畑
・
二
筆
の
合
計
九
四

筆
で
、
水
田
耕
作
者
は
一
八
名
で
あ
る
。

　

ハ
タ
井
手
・
鉄
輪
井
手
水
系
で
は
、
松
寿
庵
・
三
五
筆
、
イ
オ
ウ
コ

シ
キ
・
四
筆
、
ザ
ッ
シ
ョ
ウ
原
・
三
筆
、
冬
ケ
城
・
二
六
筆
、
ハ
タ
・

二
二
筆
、
コ
ン
ピ
ラ
山
・
三
筆
、
地
蔵
窪
・
若
干
、
合
計
九
四
筆
以
上

で
、
水
田
耕
作
者
は
二
八
名
で
あ
る
。

　

湯
山
地
区
の
棚
田
分
布
の
状
況
は
、
谷
川
水
系
と
ハ
タ
・
鉄
輪
井
手

水
系
と
の
二
つ
に
分
か
れ
て
分
布
し
て
い
る
が
、
総
合
計
で
一
九
〇
筆

に
も
及
ん
で
い
る
。
別
府
市
内
で
は
内
成
の
棚
田
や
内
竈
の
棚
田
、
東

別
府
の
河
内
の
棚
田
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
の

棚
田
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
水
田
耕
作
地
の
継

承
の
重
要
さ
の
認
識
や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
水
田
耕
作
の
人

手
不
足
、
過
重
労
働
、
経
済
生
産
性
の
低
下
、
害
獣
被
害
の
増
大
な
ど

の
課
題
が
多
く
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
徐
々
に
耕
作
放
棄
地
と
化
し
て
し

ま
い
、
昭
和
二
〇
年
代
の
水
田
耕
作
の
景
観
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
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